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特定非営利活動法人環境パートナーシップちば第９回通常総会 

持続可能な社会づくりを次世代につなぐ 

                  代表理事 桑波田 和子 

おかげさまで、2025年度事業を終わり、2026年

度へ向けて第9回通常総会を開催することができ、

本日は、ご来賓として（一財）千葉県環境財団の

小笠原部長様が会場にご臨席くださいました。 

当会は持続可能な社会を目指し、ネットワーク構

築、人材育成、情報発信、の３つの事業を柱とし

て活動を展開しています。 

2025年度の主な事業は、30回目の「エコメッセ

ちば2025」の事務局機能を担いました。また、千

葉県主催の「若者が主役の環境保全応援事業」受

託事業、ユースボランティア支援活動、SDGs学

生フォーラム後方支援、公民館講座や、市民大学

のサポートを実施。印旛沼をきれいにする活動で

は千葉興業銀行様や地域の NPO 団体と連携して

活動しました。 

2026年度は、SDGsちば拠点(主に南拠点)の交流

促進、「若者が主役の環境保全応援事業」受託事業、

「エコメッセちば 2026」、大学と共催で環境フォ

ーラム、会員団体等との連携、公民館講座など、

ネットワークや人材育成の取り組みなどを展開し

ていきます。 

1997年に任意団体「環境パートナーシップちば」

を設立し、19年後の 2018年にはNPO法人を取

得し、今年で9年目となりました。30年近く歩ん

できて、多くの繋がりや連携が生まれました。こ

れを活かし次世代へ繋ぎ、持続可能な社会を目指

したいと思います。 

皆さまのご支援・ご協力をよろしくお願いいたし

ます。 

ご挨拶 
（一財）千葉県環境財団業務部営業担当部長 小笠原 千幸 

「環境パートナーシップちば」の皆様におかれま

しては第 9回目となる総会の開催、心よりお祝い

申し上げます。 

当財団は、県及び関係市町村の環境行政の補完的

役割を担うことを目的として設立された団体です。

昭和 49 年の設立以来、環境調査・分析、環境ア

セスメント、環境測定機器保守管理、環境活動支

援など地域の環境保全を目指し、多くの事業を展

開してきました。 

また、千葉県の指定により地球温暖化防止活動推

進センターとして温暖化防止に関する普及啓発の

実施や、企業の環境マネジメントシステムである

エコアクション 21 の地域事務局として認証登録

事務や普及活動を実施している他、ちば環境再生

基金の事務局として啓発・募金活動の実施や環境

活動団体に対する助成を行っています。 

当財団の事業は「環境パートナーシップちば」の

皆様と深いつながりがあります。 

皆様の取り組んでいる、SDGs・ESD関係の事業、

地域の環境保全活動や循環型社会づくり、地球温

暖化対策啓発活動、またエコメッセちばの実行委

員会事務局等、長年にわたる多様な主体との連携

や広範囲な活動は大きな成果が上がっていると感

じています。あらためて敬意を表する次第です。

今後も「環境パートナーシップちば」の皆様が育

んできたこの輪がつながり、大きく広がればよい

と期待しています。 

酷暑日が制定されるなど、気候変動によりこの夏

も暑くなりそうですが、皆様も体調など気を付け

て活動していただければと思っております。当財

団といたしましても、様々な環境問題解決のため

いろいろな取り組みをしていきたいと考えており

ますので、今後とも皆さまのご支援とご協力を賜

りますよう、心よりお願い申し上げます。 
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年度初頭の挨拶 

千葉県環境生活部 循環型社会推進課長 林 直人 

「環境パートナーシップちば」の皆様におかれま

しては、日頃、地域の環境保全活動の推進や多様

な主体との連携など、本県の環境行政の推進に多

方面から御協力をいただき、厚く御礼申し上げま

す。また、エコメッセちばの実行委員会事務局と

しても、長年多大なる御尽力をいただいており、

改めて敬意と感謝を申し上げます。 

さて、県では「千葉県環境学習等行動計画」に基

づき、私たち一人ひとりが環境問題を「自分ごと」

として捉え、自らのライフスタイルや事業活動を

環境に配慮した形へ転換するなど、「行動する人づ

くり」を進めています。気候変動、生物多様性の

保全、海洋プラスチックごみや食品ロスなど、現

在の環境問題は、社会のあらゆる主体が相互に連

携・協働して取り組む必要があり、「環境パートナ

ーシップちば」の皆様の取組は大変重要だと考え

ています。 

また、県では、環境保全活動に取り組む若手人材

の発掘・育成を図ることを目的として、令和５年

度から「若者が主役の環境保全活動応援事業」を

実施しています。事業開始以来、「若者が主役の環

境保全活動アイデアコンテスト」の開催、スタデ

ィツアーや受賞団体の活動報告会等、若者への伴

走支援を行っていただきました。本事業も４年目

を迎え、環境問題に真摯に向き合う若者たちが着

実に取組の一歩を踏み出しています。今後、より

一層、取組の輪が広がっていくことを期待してい

ます。今年度においても引き続き、よろしくお願

いいたします。 

結びに、「環境パートナーシップちば」のますます

の御発展と、皆様の御健勝を祈念いたしまして、

年度初頭の挨拶とさせていただきます。 

 

出展団体募集！！「エコメッセちば２０２６」 

エコメッセちば実行委員会  

「持続可能な社会の実現」を目指し「つながれ ひ

ろがれ エコメッセ」をもとに、「未来へつなぐ環

境～環境から広がる防災のヒント～」をテーマに

して、市民団体、企業、大学、行政など社会の様々

な主体が参加・出展し、環境について子どもから

大人まで楽しく学べる環境活動見本市「エコメッ

セちば２０２６」を開催します。  

昨年 30 周年という節目の年を超え、再出発する

ことを決めたエコメッセちばにとって、新たな一

歩目となる今年は、直面する現実と未来へのつな

がりを意識したテーマを掲げました。今年度も団

体紹介動画をホームページ上で公開するオンライ

ン出展と幕張メッセ国際会議場を会場とする会場

出展の2つの形態で参加可能です。 

オンライン開催は 2026年10月10日（土）10：

00から 2027年第 32回開催前日までエコメッセ

ちばホームページ内で団体紹介動画を公開させて

いただきます。 

また、会場開催は 2026年10月11日（日）10：

00～16：00に幕張メッセ国際会議場を会場とし

て、１区画（２m×２m）単位で 100区画を募集し

ます。昨年に続いてSDGsマルシェへの出店団体

の募集も行います。 

いずれの参加形態についても、エコメッセちば

HPの‟お申し込みはこちら”からリンクしている

申し込みフォームからお申し込みください。

(https://www.ecomesse.com/)  

重要日程  

（4月16日）第1回実行委員会総会開催 「エコメッセちば 2026」出展募集案内開始  

7月21日 会場出展募集締め切り  

8月21日 オンライン出展募集締め切り  

9月  8日 第２回実行委員会開催 出展者説明会及び交流会開催  

10月10日「エコメッセちば2026」開催（オンライン）  

10月11日「エコメッセちば2026」開催（会場） 
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環境パートナーシップちば総会の報告 

2026年5月 23日（土）14:00から千葉県教育会

館 202会議室にて、第９回環境パートナーシップ

ちば通常総会がオンライン参加も可能なハイブリ

ット形式で行われました。当日の来賓は千葉県環

境財団の小笠原氏、賛助会員である千葉興業銀行

からも２人が会場に参加されました。出席者およ

び委任状により定足数を充足して総会は成立し、

提案された４つの議案は全て承認されました。 

第１号議案である2025年度活動報告では、2025

年度の3つの事業の柱に沿った活動内容が報告さ

れました。『多様な主体とのネットワーク構築事

業』では第 30回エコメッセ2025に関することと

第10回市原環境フェスタに関すること、地域

SDGs活動拠点としての活動などが報告されまし

た。『持続可能な社会を推進する人材育成事業』で

は、南拠点づくりとして、千葉自然学校と連携や

SDGs学生フォーラム、ユースボランティア体験

活動、令和７年度「若者の環境保全活動応援事業」

などについて報告されました。『情報発信事業』で

は、会報だよりを年６回発行していることや会議

の実施状況が報告されました。 

第２号議案である 2025年度決算報告では、貸借

対照表・活動計算書などの会計諸表が説明されま

した。芦川監事からは事業並びに会計処理が適正

に行われていることが報告されました。 

第３号議案である 2026年度事業計画案では、３

事業柱に沿った計画、第４号議案である 2026年

度予算案では2025年度の決算をベースとした事

業予算が提案され、予算規模も拡大し事業が大き

く展開されてゆくことが感じられました。 

（文責：谷合 哲行） 

 

交流会 『地域とともに創る環境保全と生計向上 

——バングラディッシュの実践から学ぶパートナーシップ——』 

総会（2026年5月23日）に引き続き開かれた交

流会は、江戸川大学で現代社会学科の教員をされ

農学博士でおられる佐藤秀樹氏からお話を頂きま

した。佐藤氏は JICA青年海外協力隊、農業・農

村開発コンサルタント会社や環境NGO等で、エ

クアドル、イラン、スーダン、ミャンマー、イン

ドネシア、バングラディッシュなど開発途上国で

農村振興や環境保全に関連する仕事を長年され、

現職に就かれているということでした。環パ会員

でもいらっしゃいます。 

今回の講話の舞台バングラディッシュは、人口1

億７千万を超え、国土面積は北海道２つ分弱。こ

の導入でまず驚き、濃い緑や色彩豊かな南国の雰

囲気が伝わる様々な現地の写真とSDGsのアイコ

ンをリンクさせながらのテンポよい熱量あふれる

佐藤氏の説明に、私たちは引き込まれ、遠い国を

リアルに感じることができました。 

 

講話後の意見交換の部で、10数年たっても開発途

上国の環境に配慮する意識や知識はなかなか広ま

らず貧困層の生活難も解決されていない、という

指摘がありました。経済優先で環境への配慮は後

回し。これは日本も同様です。昨今の世界中の混

乱は相変わらず私利私欲と暴力で渦巻き、戦争は

人間も環境も破壊させます。積み重なった歴史は

あるも、最先端技術も少数の利益に優先されてい

る感が否めません。“公”の観念の低下は世界の混

乱を深刻化させます。 

佐藤氏も現地から「もっとがんばってよ」と言わ

れることもあるそうですが、大きな潮流は不可欠

です。環境活動に関わっている者には共通する思

いではないでしょうか。 

「搾取されない自立」「実体験、身体感覚が大切」

「貧しい国では動物もすみにくい」など示唆に富

んだ充実した会となりました。 

   （文責：中村 明子） 
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令和８年度「若者が主役の環境保全活動アイデアコンテスト」 
応募団体募集始まります 

千葉県では「千葉県環境学習等行動計画」におい

て、ちばの未来を創る「行動する人づくり」を目

標に掲げ、本県の環境活動をリードする若手人材

の発掘・育成を図ることを目的に、令和 5年度か

ら「若者が主役の環境保全活動応援事業」を実施

し、今年で 4回目となります。 

事業内容は、主に 20代までの若者が主体となって

構成する団体やグループを対象に、環境課題の解

決に向けたアイデアコンテストを実施するもので、

優秀なアイデアには最大 50万円の賞金を活動資

金として交付するなどの支援を行っていくもので

す。 

環境パートナーシップちばでは昨年度に引き続き

この事業の運営を受託し、県とともに若者の挑戦

を応援していきます。 

コンテストは今年度もエコメッセちば 2026の会

場(10月 11日)で行います。 

★アイデアコンテスト応募は６月１日（月）から

８月 31日（月）までです。応募詳細は

記載のＱＲコードからご覧下さい。⇒ 

若者への応募の呼びかけをお願いしま

す。 

★コンテストに挑戦する若者に協力をしていただ

く企業や団体の登録を募集します。 

登録された皆さまの活動内容や課題等に関する情

報をとりまとめ、コンテストに挑戦す

る若者団体へ提供することとしていま

す。登録は「ちば電子申請サービス」

を利用します。記載の QRコードからご

登録をお願いします。 

 

なお、昨年度は 13のアイデア応募があり、その中

から、 

第１位：キョンの胃から作る、未来のペットサプ

リ革命（Ｋ．ＬＡＢ） 

第２位：サトウキビの栽培・有効活用 ～ FARM TO 

FUTURE～ 子どもから大人まで地域で作

る新たな産業 （安房拓心サトウキビ組

合） 

第３位：白里海岸 keep and clean 大作戦（ビー

チバ） 

が選ばれ、着実に取り組みを進めています。 

ぜひ、応援をよろしくお願いします。 

   （文責：若者事業担当） 

 

印旛沼水循環健全化会議に参加して 
健全化会議 水辺活用・連携部会委員 桑波田 和子 

「印旛沼流域水循環健全化計画」は印旛沼の水質

を浄化し、健全な生態系を保全・再生するととも

に、水害の軽減を図ることにより、印旛沼と共生

することを目標とするものです。水清く、自然の

恵みにあふれ、穏やかで豊かな印旛沼・流域を再

生することを目指しています（印旛沼流域水循環

健全化計画 - いんばぬま情報広場） 

2001年「印旛沼流域水循環健全化会議」が立ち上

がり、2004年「印旛沼流域水循環健全化緊急行動

計画」が策定され、流域全体にみためし行動が展

開されました。この成果を元に 2030年度を目標年

次とした「印旛沼流域水循環健全化計画」が策定

されました。この計画を具体化した「行動計画」

は５年ごとに策定され、様々な取組が進められて

きました。健全化会議では、2026年度の第４期の

行動計画の策定に向け、2025年度から第３期の評

価と社会状況の変化も踏まえた第４期行動計画の

策定に向けた勉強会が開催されました。 

これまでの計画は主に水質改善を目標としてきま

したが、現在、グリーンインフラやネイチャーポ

ジティブの観点も加わり、流域全体を良くしてい

く視点に変わりつつあります。そこでは、行政主

導にとどまらず、市民からのボトムアップも加わ

った活動が求められています。ぜひ、みなさまも

積極的に行動願います。 

重要な水資源としての印旛沼の取組みに関心を持

ち、流域皆で印旛沼を大切にしたいですね。2026

年度は計画案を作成しパブコメを経て策定となり

ます。引き続き健全化会議の動きにご注目くださ

い。 

※いんばぬま情報広場（https://inba-numa.com/）

には、印旛沼（流域）や健全化会議の情報が満載

です。こちらもご覧下さい！ 

https://inba-numa.com/kaigi/kenzenka/kenzenka-keikaku/
https://inba-numa.com/kaigi/kenzenka/kenzenka-keikaku/
https://inba-numa.com/
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学生団体グリーンベース ２０２５年度報告会に参加して 

学生団体グリーンベースは、令和５年度若者が主

役の環境保全活動アイデアコンテストで2位を受

賞した学生団体です。活動のベースは市原市姉崎

の里山「天羽田（あもうだ）のもり」。 

受け入れて応援してくださる里山団体は「おとず

れ山の会」の高橋代表はじめ会の皆さまです。市

原市里山活動団体の中にも登録されています。 

活動理念は「若者の可能性を里山から未来へ」 

①若者の力で里山が抱える課題を解決する。②環

境問題を「自分ごと」として考える環を広げてい

く。③若者の才能や可能性を里山で開花させる。

の3つの思いが込められているそうです。 

「報告会があるので参加しませんか？」と誘われ、

3月28日（土）千葉商科大学の教室に伺いました。

2025年度の活動報告をした代表島田さんから「今

年の春から社会人となりながら活動を続けていく

と、皆に迷惑をかけることもあるかも知れません」

と後輩達へのあたたかなメッセージでした。 

後に続く後輩グループリーダーからは、これまで

の反省と新たな年度へ向かう思いと具体的な活動

内容でした。聞いていて頼もしく、おとずれ山の

会の高橋さん達にも伝えたくなりました。天羽田

のもりの活動をベー

スに、竹を活用して

「千葉みなとクリス

マスマーケット」で

竹灯りのイベントの

開催、若者向けに里

山体験会など開催し

ています。千葉県以

外に住んでいる学生メンバーが天羽田のもりの活

動に参加するのは、時間・交通費など課題があり

ますが、工夫しながら活動の継続と近隣の学生達

と繋がる事を支援できたらと思いました。 

（文責：桑波田 和子） 

「まちづくり交流会」（町内自治会と NPO等のマッチング事業／ 
千葉市市民自治推進課主催）に参加しました。 

ＮＰＯ法人ビオスの会 中村明子 

千葉市では 2022年から地域を絞りながら「まち

づくり交流会」を開催しています。「町内自治会の

高齢化、コミュニティ意識の希薄化により地域活

動・役員の担い手不足が深刻化」しており、「地域

コミュニティ機能は暮らしの基盤」なので、「持続

可能な地域コミュニティの実現に向けた地域内の

連携を深める」ために、NPO法人等活動団体のノ

ウハウ等を町内自治会に生かすマッチングが目的

で、町内会には補助金がでます。 

交流会は３部構成で、まず「キックオフ」で町会

の困りごとと活動団体のできる協力例を紹介、第

2回は個別に「活動交流」をし、第３回は「報告

会」です。 

ある町内会さんでは、ごみ集積場のごみがあふれ

かえっているので、「地域で生ごみたい肥を作り公

園で活用し、集積所の状況を改善したい」という

思いをお持ちでした。そこで生ごみリサイクルの

普及啓発活動をしているビオスの会とのマッチン

グが成立し、当会の講座を見学されました。 

他には防災、手作りごみ集積箱、パソコンやSNS

技術などの活動団体が参加されて、それぞれマッ

チングが成立していました。 

ファシリテーターは淑徳大学地域創生学部長の矢

尾板俊平氏が務められ、地域づくりの講話もあり

ました。 

町内会を面倒に思う新住民、忙しい現役世帯、も

う動けないと退会する高齢世帯。スリムにしても

なにかと忙しい町内会の運営。しかし、「地域の防

犯、防災、ごみ。この３つは、お互いに顔が見え

る関係が不可欠」とある方が発言され、皆が強く

うなずきました。 

最後に、こういう企画に

参加する人が少ないこと

も課題と投げかけられま

した。「安心して住み続け

られる街」は、降っては

こない。知恵を合わせ手

作りしましょう！何か起

こる前に。 
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大和田機場 春の一般開放 2026 

毎年4月の第 1土曜日に開催される「大和田機場 

春の一般開放」は、桜が散ってしまわないかと、

ハラハラしながら当日を迎えるのですが、不思議

にいつも、ちょうど見ごろの桜を楽しめており、

今年の4月4日も満開でした。残念ながら曇り空。

でも、雨が降らなかったことを感謝しました。 

出し物は基本的には例年通りでしたが、一番人気

の「ポンプの試運転」が、今年は午前と午後の2

回行われました。 

環パちばは、印旛沼流域水循環健全化会議に協力

して、昨年に引き続き「昔の印旛沼の写真展」を

行いました。県立中央博物館のアーカイブ写真か

ら10枚ほどの写真パネルを展示しました。葦原

をかき分けて沼に入る御神輿や渡し船など、若い

世代には別世界の印旛沼の様子を、来場者が興味

深そうに見入っていました。 

IVUSA（NPO法人国際ボランティア学生協会）

の学生さんたちは、今年もたくさん参加してくれ

ました。現役だけでなく、OB・OGもたくさん来

てくれたのは、とてもうれしいことでした。今年

のメインメニューは焼きそば！ そのほか、ふかし

サツマイモや焼き餅も人気でした。今年は「食」

を強化するために、ユーカリ木こり倶楽部のうみ

さとキッチンカーも来てくれて、おいしいイベン

トとなりました。 

来場者の中でカミツキ

ガメについての認知度

はかなり高かったので

すが、みなさん実物を

見るのは初めてで、大

人も子どもも、その大

きさにびっくりしてい

ました。 

来場者は、地元八千代市民が多く、印旛沼のこと

はあまり身近に感じていない方が多かったようで

す。そういう方たちに印旛沼を知っていただくた

めにも、このようなイベントは重要だと思いまし

た。 

          （文責：小倉 久子）

 

印旛沼流域におけるローカル自給圏の構築に向けて 
まるごといんばぬまプロジェクト 副代表兼事務局長 久保田 隆志 

さる4月のこと、佐倉市中央公民館にて、東京大

学名誉教授・特任教授鈴木宣弘先生の講演会を開

催しました。「飢えるか植えるか」を掲げる先生の

講演会には 180名を超える参加表明があり、食と

農をめぐる現状への関心の高まりを強く実感する

機会となりました。 

当日は、先生の気さくなお人柄と情熱的な語り口

に引き込まれながら、肥料や種子を海外に依存す

る日本の危うい食料構造、巨大企業による市場支

配の進行、そして「飢えるか、植えるか」という

岐路に立つ私たちの現実について、膨大なデータ

をもとにわかりやすくお話しいただきました。「食

べ物は生命に直結する」という普遍的なテーマが、

様々な立場を超えて共感を生む場となったことが

印象的でした。 

今回講演を企画したきっかけは、印旛沼上流部に

位置する佐倉市の農村部、和田地区で行われた「和

田美味しい里山田畑の会」の皆さんによる映画鑑

賞会への参画でした。『フード・インク ポスト・

コロナ』『人生フルーツ』という２本の映画を通じ

て、食料自給の危機や農村の衰退、そして自然と

共に生きる暮らしの豊かさを参加者の皆さんと共

有できたことが大きな糧となり、その想いを鈴木

先生に率直にお伝えしたところ、快く引き受けて

くださったのです。 

開催地の佐倉市では「ネイチャーポジティブ宣言」

が掲げられ、生物多様性の保全が進められていま

す。しかし、環境が良くなるだけでは人は生きら

れず、食がなければ生命は守れません。環境と食

は本来一体であり、どちらも地域の未来を支える

基盤です。 

この気づきを契機に、

印旛沼周辺における

活動をさらに発展さ

せ、ローカル自給圏

づくりを意識しなが

ら取り組んでいきま

す。 

キーワードは温故知新。これからも前向きに共感

の輪を育んでいきます。 
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「エコメッセちば」は、持続可能な社会を実現す

るために、環境に関心をもち・学び・行動し、さ

らに協働することが必要であることを多くの人に

伝えるための場です。 

1996 年から開催し、途中途切れることもなく、

2025年で 30回目を開催しました。 

きっかけは、パートナーシップを推進することを

目的の一つとして開催された「環境シンポジウム

'95 千葉会議」。これに参加し、さらに環境保全の

輪を広めたいと思う企業人や市民が「言いだしっ

ぺ会議」 を立ち上げ、多くの人を巻き込み、そし

て市民・企業・行政による実行委員会を組織し、

1996 年に千葉市の幕張海浜公園をメイン会場に

「エコメッセちば1996」がスタートしました。 

当初は、自助自立型の環境イベントをつなぐ「イ

ベント持ち寄り型イ ベント」という形態でしたが、

次第に、環境に取り組む様々な団体が一 堂に会し

て、その取組を来場者に伝える「環境活動見本市」

に変わりました。 

テーマは、実行委員会で協議し、時勢に合った言

葉を取り上げてきました。 

第1回テーマ「みんなでつくるエコメッセ。ちば

の幕張新都心全域で、日本初の環境のためのおま

つりがはじまるよ！」 

第10回テーマ「エコメッセちば10周年 めざせ、

資源循環型社会～熱っぽいちば、アイスる地球～」 

第20回テーマ「エコっておもしろい」 

第30回テーマ「エコメッセ 30周年感謝際」。 

2018年からは SDGsをメインテーマに、環境・

経済・社会の繋がりが見える場作りも意識し、コ

ロナ過の中でもオンラインで開催するなど、新し

い事へも挑戦してきました。 

スタート時点は出展 12 団体でしたが、多いとき

で140団体の年もありました。来場者も多い年で

12,000人でした。多くの方がエコメッセに関わっ

ていただいたことに、あらためて感謝です。エコ

メッセの出展団体・来場者などと連携に繋がった

事例もありました。数年前、大学生が小学生の時

行ったことがある「エコメッセ」を思い出し、ボ

ランティア先に選んでくれた、うれしい出来事も

ありました。 

実行委員会は、市民・学校・企業・行政で組織し、

各主体がお互いの立場を活かし、思いや知恵を出

し合い企画・運営しています。 

6 年前から学生団体が、若者や親子向けの体験の

場など、新しい視点を取り入れたユース企画を実

施し、来場者も親子連れが多く、若い年代の来場

者が多いのも特徴の一つです。 

一方、実行委員の高齢化の課題もかかえつつ、こ

れまでの 30 年を活かし、皆さまのご支援ご協力

をいただき、「エコメッセちば」を継続していきた

いと思います。 

 

※30年のあゆみの詳細は「エコメッセちばHP30

周年記念パネル」をご覧下さい 

 

 

 

 

https://www.ecomesse.com/30thanniv 

 

 

 

 

 

 

 

 

エコメッセちば開催30年をふりかえる 

～「エコメッセちば」ご存知ですか？ 参加されたことがありますか？～ 

 

エコメッセちば実行委員長 桑波田 和子 

   

 

https://www.ecomesse.com/30thanniv
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運運運営営営会会会議議議報報報告告告 

４月度運営会議 
4月 9日（木）20:00～22:25 
会場：オンライン（Zoom） 
【報告】 
 ・拠点活動 南房総市内 3/15   
  南房総市市民活動発表会開催 3/20 
・理事会開催 3/18 
・ちば環境再生基金事業 
 SDGｓ学生フォーラム開催 3/21 

  振り返り会 4/3  
 ・だより 168号発送、メール・HP配信 3/30 
 ・若者が主役の応援事業県との打ち合わせ 3/31 
 ・水資源機構一般開放 出展 4/4 他 
【協議】 
 ・だより 169号  
 ・会員交流サロン開設 4/12 
 ・第 9回通常総会 5/23 
 ・理事会開催 4月下旬 他 
  

５月度運営会議 
5月 14日（木）20:00～22:00 

会場：オンライン（Zoom） 

【報告】 

・2025年度監査 4/21 

・理事会開催 4/25 

・若者が主役の応援事業打ち合せ 5/1 

 若者事業応援団体募集 5/8メール対応 

・エコメッセちば実行委員会 4/16 

 エコメッセちば 2026出展者募集開始 

・会員交流サロン開設 4/12 

【協議】 

 ・だより 169号 進捗 

 ・会員交流サロン開設 6/14 

 ・総会準備 
・環境フォーラム開催 12/19 江戸川大学 
・いちはら環境フェスタ 6/1～6/6  他 

 

お知らせ 
 
第29回日本水大賞 「地球・水・未来を考える」 

主催 日本水大賞委員会  国土交通省 

応募期間：2026年7月7日～10月31日 

●対象（活動分野）：①水防災 ②水資源 ③水

環境 ④水文化 ⑤復興 

●対象となる活動主体：水循環系の健全化に寄

与する、学校・企業・団体・個人・行政が実施

する諸活動。 

●賞：①大賞【グランプリ】（副賞200万円） 

②大臣賞（50万円）【国土交通】【環境】【農林水

産】【文部科学】【経済産業】 ③市民活動賞【読

売新聞社賞】(30 万円） ④国際貢献賞（30 万

円） ⑤審査部会特別賞（10万円） 

● お申込み・お問い合わせ：日本水大賞委員会

事務局（公財 日本河川協会） 

 TEL 03-3238-9711  日本水大賞 

 

「国立環境研究所公開シンポジウム2026」（対

面開催） 

開催日：7月 20日（月・祝） 

会場：「つくば国際会議場」（茨城県つくば市） 

テーマ：「聴いてわかる環境研究の今、知って

かわる私たちの未来」 

猛暑や温室効果ガス、PFAS、水道水質など、

私たちの暮らしに身近で社会的な関心の高い

課題に対し、その課題を自分ごととして捉え

ていただけるよう、わかりやすく紹介。 

参加：無料 （事前に参加登録が必要） 

詳細については、以下の特設ページをご覧く

ださい。 

https://symposium.nies.go.jp/2026 

 

お問い合わせ 

事務局：〒262-0006 千葉市花見川区横戸台 21-13 特定非営利活動法人 環境パートナーシップちば 

 Tel ： 090-8116-4633  E-mail：info@kanpachiba.com 

ホームページ：https://kanpachiba.com/ 

※会費や会員申し込みなどの情報は上記 ＨＰでご確認ください。 

 

「特定非営利活動法人 環境パートナーシップちば」 

環境活動の推進と充実を図るため、市民・団体・企業・行政・学校とのパートナーシップのもと、 

「持続可能な開発に向けた目標(SDGs)」や「持続可能な開発のための教育(ESD)」の視点を意識して、さら

なる持続可能な社会の実現をめざすことを目的とする。 

https://www.japanriver.or.jp/taisyo/index.htm
https://symposium.nies.go.jp/2026
../../../../デスクトップ/info@kanpachiba.com
https://kanpachiba.com/

